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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第36期
第１四半期
連結累計期間

第37期
第１四半期
連結累計期間

第36期

会計期間
自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日

売上高 (千円) 272,075 316,183 1,312,478

経常損失（△） (千円) △85,167 △14,283 △164,426

四半期(当期)純損失（△） (千円) △91,035 △11,518 △190,464

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △88,301 △15,270 △181,664

純資産額 (千円) 348,016 515,346 438,611

総資産額 (千円) 1,228,407 1,184,706 1,204,533

１株当たり四半期
(当期)純損失金額（△）

(円) △12.02 △0.97 △21.72

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 28.2 43.5 36.3

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額につきましては、１株当たり四半期（当期）純損失である

ため記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、当社グループは、前連結会計年度までの８連結会計年度に引き続き、当第１四半期連結累計期間に

おいても、重要な営業損失を計上いたしました。

これにより、当社グループには、将来にわたって事業活動を継続するとの前提に重要な疑義を生じさせる

ような事象又は状況その他会社の経営に重要な影響を及ぼす事象(重要事象)が存在しております。 

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

１．提出会社の代表者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する分析・検討内容

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、依然として海外景気の下振れリスクは存在するも

のの、個人消費が持ち直してきており、景気は緩やかに回復しつつあります。当カーテン業界におきまし

ては、カーテン市場に影響を及ぼします新設住宅着工総戸数は増加しており、今後も底堅い動きが期待さ

れております。

このような状況の下、当社グループは営業面におきましては、景気回復に伴う需要の増加や平成24年９

月に大幅改訂しました見本帳「インハウス」の販売により、売上高は大幅な増加となりました。

利益面におきましては、営業外費用として新株予約権の行使による株式交付費が発生したものの、業務

の効率化を実行し経費を削減したことで、損失は大幅に縮小いたしました。

以上の結果、売上高は前年同四半期比16.2％増の316百万円、営業損失は８百万円（前年同四半期は68

百万円の営業損失）、経常損失は14百万円（前年同四半期は85百万円の経常損失）、四半期純損失は11百

万円（前年同四半期は91百万円の四半期純損失）となりました。

第２四半期以降におきましては、引き続き見本帳「インハウス」による販売強化、市場性の高い新規商

品の開発等により、売上高の増加を図ってまいります。

　
(2) 財政状態の分析

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べ０百万円増加して657百万円となりました。これは受取手形及

び売掛金が93百万円減少したものの、現金及び預金が83百万円増加、商品及び製品が８百万円増加した

ことなどによります。固定資産は、20百万円減少して527百万円となりました。これは、投資有価証券が

15百万円減少、建物及び構築物（純額）が３百万円減少したことなどによります。

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べ19百万円減少し、1,184百万円となりました。
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（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べ65百万円減少して499百万円となりました。これは、短期借入金

が28百万円減少、支払手形及び買掛金が16百万円減少、未払法人税等が７百万円減少したことなどによ

ります。固定負債は、31百万円減少して169百万円となりました。これは、長期借入金が17百万円減少、退

職給付引当金が12百万円減少したことなどによります。

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べ96百万円減少し、669百万円となりました。

　

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ76百万円増加して515百万円となりました。これは、四半期純

損失が11百万円となったものの、新株予約権の行使により資本金及び資本剰余金がそれぞれ46百万円

増加したことなどによります。

　
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　
　

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。

　

(5) 従業員数

①　連結会社の状況

当第１四半期連結累計期間において当社グループは、業務効率化の実行及び新規雇用の抑制等に

より、従業員数が８名減少しております。

②　提出会社の状況

当第１四半期累計期間において当社は、業務効率化の実行及び新規雇用の抑制等により、従業員数

が７名減少しております。

なお、従業員数は、当社から他社への出向者を除いた就業人員数であります。

　

２．事業等のリスクに記載した重要事象等についての分析・検討内容及び当該重要事象等を解消し、又は改

善するための対応策

事業等のリスクに記載した重要事象等についての分析・検討内容及び当該重要事象等を解消し、又

は改善するための対応策について、平成24年９月に大幅改訂いたしました見本帳「インハウス」及び

採光機能カーテン「エコフィックス」による販売強化を行うとともに、市場性の高い新規商品の開発

や環境商材の販売にも注力し、売上高の増加に努めてまいります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年８月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,198,74012,198,740
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数は1,000株であり
ます。

計 12,198,74012,198,740― ―

(注)　提出日現在発行数には、平成25年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行され

た株式数は、含まれておりません。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年４月１日～
平成25年６月30日
(注)

1,483 12,198 46,428 920,476 46,428 233,773

(注)  平成24年６月29日付で新株予約権を発行し、その行使による増加であります。

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
普通株式

1,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式
10,707,000

10,707 単元株式数は1,000株であります。

単元未満株式
普通株式

6,780
― ―

発行済株式総数 10,714,780 ― ―

総株主の議決権 ― 10,707 ―

 (注)１ 「単元未満株式」の欄には、自己株式650株が含まれております。

     ２  当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

（自己保有株式）
五洋インテックス株式会社

愛知県小牧市小木5-4111,000 ― 1,000 0.00

計 ― 1,000 ― 1,000 0.00

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年４月１日

から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、監査法人コスモスによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 124,311 207,398

受取手形及び売掛金 ※
 286,682

※
 193,260

商品及び製品 221,227 230,025

原材料及び貯蔵品 21,226 21,068

その他 9,430 9,818

貸倒引当金 △6,135 △3,978

流動資産合計 656,742 657,594

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 176,850 173,054

機械装置及び運搬具（純額） 0 0

土地 289,500 289,500

その他（純額） 3,957 2,985

有形固定資産合計 470,307 465,540

無形固定資産

商標権 276 268

ソフトウエア 765 639

無形固定資産合計 1,042 907

投資その他の資産

投資有価証券 39,227 23,865

差入保証金 33,971 33,702

その他 26,323 26,659

貸倒引当金 △23,081 △23,563

投資その他の資産合計 76,440 60,663

固定資産合計 547,790 527,112

資産合計 1,204,533 1,184,706
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※
 140,679

※
 124,025

短期借入金 299,754 271,000

1年内返済予定の長期借入金 66,192 59,472

未払法人税等 10,621 3,563

未払消費税等 4,654 4,212

その他 43,130 37,229

流動負債合計 565,032 499,503

固定負債

長期借入金 151,300 134,272

繰延税金負債 3,618 2,145

退職給付引当金 33,767 21,227

役員退職慰労引当金 5,324 5,324

資産除去債務 6,880 6,887

固定負債合計 200,890 169,855

負債合計 765,922 669,359

純資産の部

株主資本

資本金 874,048 920,476

資本剰余金 187,344 233,773

利益剰余金 △634,034 △645,552

自己株式 △264 △264

株主資本合計 427,094 508,432

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 10,443 6,692

その他の包括利益累計額合計 10,443 6,692

新株予約権 1,073 222

純資産合計 438,611 515,346

負債純資産合計 1,204,533 1,184,706
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

売上高 272,075 316,183

売上原価 141,320 160,347

売上総利益 130,755 155,835

販売費及び一般管理費

給料及び手当 74,471 63,960

退職給付費用 1,834 3,298

業務委託費 12,109 9,491

賃借料 15,199 15,542

減価償却費 5,800 4,908

貸倒引当金繰入額 2,383 6

その他 87,377 67,409

販売費及び一般管理費合計 199,176 164,617

営業損失（△） △68,421 △8,781

営業外収益

為替差益 1,557 －

貸倒引当金戻入額 － 1,682

その他 1,662 1,781

営業外収益合計 3,220 3,464

営業外費用

支払利息 2,030 2,085

売上割引 73 69

為替差損 － 642

支払手数料 2,000 －

株式交付費 － 5,231

社債発行費 15,358 －

その他 503 937

営業外費用合計 19,965 8,966

経常損失（△） △85,167 △14,283

特別利益

投資有価証券売却益 － 8,332

特別利益合計 － 8,332

特別損失

投資有価証券評価損 3,572 －

固定資産除却損 － 0

特別損失合計 3,572 0

税金等調整前四半期純損失（△） △88,739 △5,951

法人税、住民税及び事業税 2,296 5,567

法人税等合計 2,296 5,567

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △91,035 △11,518

四半期純損失（△） △91,035 △11,518
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △91,035 △11,518

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,734 △3,751

その他の包括利益合計 2,734 △3,751

四半期包括利益 △88,301 △15,270

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △88,301 △15,270
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

当社グループは、前連結会計年度までの８連結会計年度に引き続き、当第１四半期連結累計期間におい

ても重要な営業損失を計上いたしました。

これにより、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しております。　

当社グループは、当該状況を解消するため既存のカーテン事業におきましては、平成24年９月に大幅改

訂しました見本帳「インハウス」の販売強化を図るとともに、市場性の高い新規商品を開発し販売して

まいります。　

また、環境事業におきましても新規商材の採光機能カーテン「エコフィックス」を中心に売上高増加

に努めるとともに、新たな環境商材の販売にも注力してまいります。　

しかしながら、こうした取り組みは実施途上であり、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実

性が認められます。　

なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確

実性の影響を四半期連結財務諸表には反映しておりません。

　
(四半期連結貸借対照表関係)

※　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期

手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

受取手形 1,796千円        2,244千円

支払手形 234千円 336千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれ

んの償却額は、次のとおりであります。

　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

減価償却費 4,793千円 4,902千円

のれんの償却額              1,000千円 －
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

株主資本の著しい変動

当社は、平成24年５月28日開催の取締役決議により、平成24年６月29日付で、第１回新株予約権を発行

いたしました。

これに伴う新株予約権の行使により、資本金及び資本準備金がそれぞれ46,428千円増加し、当第１四半

期連結会計期間末において資本金が920,476千円、資本剰余金が233,773千円となっております。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日)及び当第１四半期連結累計

期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

当社グループは、カーテンを中心とした室内装飾品の販売を主な事業内容としており、単一セグメン

トであることから、該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

１株当たり四半期純損失金額 12.02円 0.97円

(算定上の基礎) 　 　

四半期純損失金額(千円) 91,035 11,518

普通株式に係る四半期純損失金額(千円) 91,035 11,518

普通株式の期中平均株式数(株) 7,573,350 11,889,379

   （注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であるため記載しており

ません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年８月９日

　

五洋インテックス株式会社

取　締　役　会　　御中

　

監査法人　コスモス 　
　

代 表 社 員
業務執行社員

　 公認会計士    太  田    修  二      ㊞

　

業務執行社員 　 公認会計士    山  下  謙 一 郎      ㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている五洋
インテックス株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計
期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平
成25年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、
四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、五洋インテックス株式会社及び連結子会社の
平成25年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表
示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
強調事項
継続企業の前提に関する注記に記載されているとおり、会社は前連結会計年度までの８連結会計年度に引
き続き、当第１四半期連結累計期間においても、重要な営業損失を計上している状況にあり、継続企業の前提
に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しており、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性
が認められる。なお、当該状況に対する対応策及び重要な不確実性が認められる理由については当該注記に記
載されている。四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、このような重要な不確実性の影
響は四半期連結財務諸表に反映されていない。
当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
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(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
　

EDINET提出書類

五洋インテックス株式会社(E02854)

四半期報告書

16/16


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第１四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第１四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

